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第
42
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会  

開
催

　

第
42
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会

が
５
月
29
日
に
南
木
曽
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
工
事
の
進
捗
状

況
、
町
外
で
の
発
生
土
の
活
用
及
び
妻
籠

第
二
水
源
の
集
水
井
に
お
け
る
一
時
的
な

水
位
の
変
動
に
つ
い
て
、
鉄
道
・
運
輸
機

構
及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の

協
議
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
富
貴
畑
事
業

に
係
る
基
本
協
定
書
」
に
つ
い
て
協
議

し
、
締
結
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

※
協
議
会
当
日
の
説
明
資
料
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

報
告
事
項  

①
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
）

　

広
瀬
工
区
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を

行
う
た
め
の
仮
設
備
（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

を
支
え
る
柱
等
）
の
設
置
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

尾
越
工
区
で
は
、
旧
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で

あ
る
発
生
土
仮
置
き
場
（
尾
越
）
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
等
を
終
え
、
受
入
れ
の
準

備
が
整
っ
た
状
況
で
す
。
掘
削
の
進
捗

は
、
斜
坑
延
長
約
２
５
０
ｍ
の
う
ち
約

２
２
０
ｍ
（
５
月
末
現
在
）
の
掘
削
が
完

了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
か
ら
は
こ

れ
ま
で
昼
の
み
だ
っ
た
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を

昼
夜
で
行
う
予
定
で
す
。

　

山
口
工
区
で
は
、
現
在
本
坑
を
品
川

方
へ
約
２
，
２
４
０
ｍ
掘
削
し
て
い
ま

す
。
岐
阜
県
と
長
野
県
の
県
境
ま
で
の
距

離
は
、
本
坑
の
位
置
か
ら
約
１
５
０
ｍ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
南
木
曽
町
外
で
の
発
生
土
の
活
用
に
つ

い
て

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　

中
津
川
市
内
の
東
濃
東
部
都
市
間
連
絡

道
路
工
事
（
市
事
業
）
に
お
い
て
、
町
内

の
発
生
土
を
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
令
和
６
年
５
月
下
旬
か
ら
９
月
頃
ま

で
、
発
生
土
を
運
搬
し
ま
す
。
土
量
は
約

７
千
㎥
の
予
定
で
、
運
搬
車
両
は
長
野
県

木
曽
川
右
岸
道
路
事
業
（
十
二
兼
地
区
）

へ
の
運
搬
車
両
台
数
で
あ
る
往
復
１
日

２
５
０
台
の
中
で
運
用
し
ま
す
。
な
お
、

昨
年
11
月
か
ら
行
っ
て
い
た
長
野
県
木
曽

川
右
岸
道
路
事
業
へ
の
発
生
土
運
搬
は
、

５
月
29
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

③
妻
籠
第
二
水
源
の
集
水
井
に
お
け
る

一
時
的
な
水
位
の
変
動
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
中
央
新
幹
線
事
業
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
環
境
影
響
の
予
測
を

行
っ
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
環
境
影
響
を

回
避
・
低
減
す
る
よ
う
に
計
画
を
し
て
お

り
、
水
資
源
は

水
位
の
測
定
等

を
行
い
、
年
度

ご
と
に
結
果
を

公
表
し
て
い
ま

す
。

　

妻
籠
第
二
水

源
に
お
い
て
、

一
時
的
な
水
位

低
下
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
が
、

水
利
用
へ
の
影

響
は
な
く
、
ま

た
各
工
区
の
掘

削
箇
所
と
は
距

離
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
工

事
要
因
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
令
和
５
年
７
月
に
町
が
水
源

の
流
量
確
認
の
た
め
に
流
量
調
節
バ
ル
ブ

を
操
作
し
た
こ
と
、
及
び
降
雨
量
が
例
年

よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
の
影
響
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
は
例
年
と
同
様
の
水
位

ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
町
と

協
力
し
、
水
源
の
水
位
・
流
量
を
監
視
し

て
い
き
ま
す
。

  

協
議
事
項  

①
富
貴
畑
事
業
に
係
る
基
本
協
定
書
に
つ

い
て

　

富
貴
畑
事
業
と
は
、
発
生
土
を
活
用
し

た
富
貴
畑
地
区
に
お
け
る
町
道
富
貴
畑
線

改
修
、
町
道
中
市
木
線
拡
幅
及
び
町
道
新

設
事
業
の
町
道
改
良
等
事
業
と
土
地
造
成

事
業
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
本
協
定
書

は
、
事
業
の
施
行
に
際
し
、
事
業
内
容
や

双
方
の
役
割
分
担
、
維
持
管
理
等
の
基
本

的
な
事
項
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で

す
。

　

富
貴
畑
事
業
は
町
事
業
と
し
て
、
工
事

等
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
実
施
す
る
も
の
で
、
事

業
に
係
る
経
費
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
し
ま

す
。
事
業
に
よ
り
完
成
し
た
施
設
（
町
道

や
造
成
し
た
土
地
）
は
町
の
所
有
と
な

り
、
町
道
の
維
持
管
理
は
町
が
行
い
ま
す

が
、
造
成
し
た
土
地
は
原
則
、
Ｊ
Ｒ
東
海

が
管
理
を
行
い
ま
す
。
町
道
富
貴
畑
線
沿

い
に
で
き
る
平
地
は
、
当
面
、
水
道
施
設

の
用
地
又
は
資
材
置
き
場
等
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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